
（別紙４）

～ 令和7年　12月　26日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 令和7年　12月　26日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

～ 令和7年　12月　19日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・訪問先で行った助言内容について、訪問後のお子さまの変

化等や、保護者の方の意向も確認しながら必要に応じて再度

保育所等訪問支援の調整を行っていきます。

2

・訪問先の状況を把握した上で適切な助言ができるよう、訪

問支援員の知識や技能の向上につなげられるよう育成に努め

ていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・学校やこども園等でお子さまの課題やニーズがある場合に

は、保護者の方や関係機関へ保育所等訪問支援の説明を行

い、必要に応じて契約や実施について働きかけていきます。

2

3

○事業所名 こどもサポートセンタースクラブ

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　１0日

○保護者評価有効回答数

令和7年　12月　１0日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　1月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　12月　10日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問支援を実施していないお子さまの学校やこども園等での

課題やニーズを把握していく必要がある。

・事業所を利用しているお子さまの中には保育所等訪問支援を

契約していない方や実施していない方がいらっしゃいます。送

迎時や連携会議等の機会に、学校やこども園等での様子を聞く

等していますが、お子さまの課題やニーズに合わせて保育所等

訪問支援についても積極的に保護者や関係機関へ働きかけてい

く必要があると考えます。

・お子さまの実態や障害特性に合わせて助言を行っています。

・保育所等訪問支援実施前に児童発達支援管理責任者と訪問支

援員、保育士等でお子さまの療育での様子や支援方法を整理し

ています。また、言語聴覚士や公認心理師、理学療法士から受

けた助言内容も確認し、適切な助言ができるようお子さまの実

態や障害特性を再度確認した上で訪問しています。

・訪問先の支援方針や職員体制等を把握した上で、訪問先でで

きる具体的な支援の助言を行っています。

・療育で行っている支援のみを伝えるのではなく、職員体制や

訪問先が大事にしている支援方針や、助言した支援方法が可能

か確認した上でやりとりするよう努めています。

事業所における自己評価総括表公表


